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「ピタゴラスの定理を 
    使いこなそう！」 



定理を学んで 

 



操作で確認 

 



応用も折り紙で楽しく！ 

下の折り紙のＡＢを１として、残りの辺の長さを 

ピタゴラスの定理で考えて、求めていきました。 

 



今の折り紙の図は、 
ハートを折る途中の場面でした。 

 最後にハートを完成して、終了しました。 

 参加してくれた皆さん、ありがとうございました！ 



以下は、 

 

ピタゴラスの定理をやさしく説明した 

参考資料です。 



ピタゴラスが生きた時代の日本は 

弥生時代でした 



ピラミッドは・・・ 



ピザハットから近くて・・・ 



底面はキレイな正方形！ 

どうやって正確な図形を描いたのか？ 



「小」正方形と「中」正方形の 
面積の合計が、 

「大」正方形の面積になっている。 

ピタゴラスの定理を 
使いました。 

「Ｙｅｓ！」 



ピタゴラスの定理を 
図示するとこんな定理 
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（例） 
一辺が５、１２、１３の 
直角三角形 

５２＝２５ 

１２２＝１４４ 

１３２＝１６９ 

長さが３、４、５でなくても、直角三角形なら 
ピタゴラスの定理は成り立ちます 



直角三角形は 
いつでも 
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ピタゴラス 
（ローマ カピトリーノ美術館） 


